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◇
実
施
日
；
平
成
２
８
年
０
１
月
０
２
日
（
土
）
 
曇
時
々
晴
後
快
晴
 

 
◇
参
加
者
；
川
島
 
功
、
沖
﨑
吉
信
、
浜
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、
中
前
 
偉
、
 

須
崎
誠
久
、
三
井
幹
雄
、
河
野
芳
宏
、
瀧
本
昭
太
郎
、
斉
藤
和
美
、

湯
川
一
郎
、
細
川
頌
司
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計
１
２
名
。
 

 
 

 
今
年
の
新
春
登
山
は
、
瀧
本
さ
ん
か
ら
十
津
川
村
武
蔵
の
ア
ン
シ
ョ
ウ
山
と
の
提
 

案
が
あ
り
、
沖
﨑
事
務
局
長
外
５
名
が
１
２
月
１
６
日
に
下
見
登
山
を
行
っ
た
。
 

集
合
場
所
の
道
の
駅
「
十
津
川
郷
」
に
は
、
早
朝
５
時
過
ぎ
泉
南
を
出
発
さ
れ
た
 

河
野
・
三
井
組
が
既
に
到
着
し
て
お
ら
れ
、
新
春
登
山
常
連
の
榊
本
氏
が
「
お
じ
い
 

ち
ゃ
ん
」
に
な
る
と
の
事
で
急
遽
欠
席
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
瀧
本
車
が
着
き
、
こ
れ
 

ま
た
常
連
の
斉
藤
さ
ん
が
急
遽
参
加
し
て
下
さ
り
１
２
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
 

湯
泉
地
温
泉
を
経
て
武
蔵
集
落
の
最
奥
部
に
あ
る
登
山
口
(標

高
約

450m)を
目
 

指
す
。
急
坂
・
急
カ
ー
ブ
の
続
く
道
に
は
、
心
配
し
た
雪
も
無
く
、
８
時
２
０
分
に
 

登
山
口
横
の
６
台
は
駐
車
可
能
な
駐
車
場
に
４
台
で
到
着
。
 

川
島
代
表
の
新
年
挨
拶
の
後
、山

行
責
任
者
の
沖
﨑
事
務
局
長
か
ら
コ
ー
ス
概
要
、 

と
「
ア
ン
シ
ョ
ウ
山
」
で
は
な
く
、
玉
岡
さ
ん
か
ら
地
元
で
は
「
ア
ン
シ
ュ
ウ
ネ
」
 

と
呼
ん
で
い
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
 
 

 
 

 

登
山
口
横
の
駐
車
場
 
 
段
々
畑
石
積
み
の
中
の
生
活
道
 
 
 
石
柱
道
標
 

 
８
時
３
０
分
に
登
山
口
を
出
発
、
ま
ず
は
８
１
６
ｍ
の
焼
峰
峠
に
向
け
て
登
り
始
 

め
た
。
こ
の
登
山
道
は
、
十
津
川
村
大
野
・
片
川
集
落
と
の
生
活
道
で
あ
り
、
石
畳
 

道
の
所
も
あ
り
、
急
斜
面
に
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
た
廃
屋
・
段
々
畑
跡
(石

積
み
) 

が
残
さ
れ
て
い
た
。
 
途
中
、
５
４
号
鉄
塔
へ
の
標
識
と
古
い
「
左
 大

野
道
」
の
石
 

柱
道
標
が
在
っ
た
。
 

杉
の
枝
葉
を
踏
み
な
が
ら
の
登
り
が
続
き
、
９
時
３
０
分
に
焼
峰
峠
に
到
着
。
 

金
槌
・
釘
を
忘
れ
た
た
め
、
後
日
中
前
さ
ん
が
道
標
設
置
に
来
る
と
の
事
で
あ
っ
 

た
が
、
古
い
表
示
板
に
ス
テ
ン
レ
ス
釘
が
在
り
流
用
出
来
そ
う
だ
。
簡
単
に
釘
が
抜
 

け
な
い
と
思
案
し
て
い
る
と
、中

前
さ
ん
持
参
の
剪
定
挟
み
で
抜
く
こ
と
が
出
来
た
。 

釘
が
曲
が
っ
て
い
る
。
早
速
、
河
野
さ
ん
が
濱
野
さ
ん
持
参
の
鉈
の
背
を
使
い
、
 

釘
を
ま
っ
す
ぐ
に
叩
き
直
し
、
木
杭
へ
案
内
表
示
板
を
取
り
付
け
る
。
 

１
５
分
程
で
取
付
け
が
終
了
、
河
野
さ
ん
の
手
慣
れ
た
技
に
皆
が
感
心
す
る
。
 

 
 

 

案
内
板
の
取
付
け
中
 
 
 
 
 
焼
峰
峠
に
て
 
 
 
 
 
焼
峰
峠
か
ら
の
尾
根
道
 

 
 

５
６
号
鉄
塔
へ
の
雑
木
主
体
の
尾
根
道
は
、
ピ
ー
ク
を
二
つ
越
え
る
と
、
鉄
塔
巡
 

視
路
の
分
岐
(標

高
779m)に

着
く
。
途
中
、
梢
の
間
か
ら
南
八
人
山
方
面
が
望
め
た
。 

分
岐
か
ら
岩
尾
根
に
な
り
巡
視
路
は
、
左
側
(西
側
)よ

り
回
り
込
み
尾
根
へ
と
登
る
 

が
、
落
葉
が
あ
り
急
斜
面
を
横
切
っ
て
登
る
の
で
緊
張
す
る
。
尾
根
上
に
登
る
と
、
下
 

山
時
に
岩
尾
根
へ
下
ら
な
い
様
に
ペ
ン
キ
で
×
印
の
石
が
置
い
て
あ
る
。
 

尾
根
か
ら
離
れ
て
東
側
の
捲
き
道
を
辿
る
と
、
左
上
の
ピ
ー
ク
(標

高
約
890m)に

５
 

６
号
鉄
塔
が
在
り
１
０
時
３
８
分
到
着
。
 

地
形
図
か
ら
想
定
し
た
以
上
に
尾
根
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
岩
尾
根
が
あ
り
ま
し
た
。
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鉄
塔
か
ら
は
、
護
摩
壇
山
系
か
ら
玉
置
山
方
面
を
経
て
奥
駈
道
の
山
並
み
が
一
望
 

さ
れ
、
各
々
が
山
座
同
定
に
か
か
る
も
、
風
で
汗
ば
ん
だ
身
体
が
冷
え
て
来
る
。
 

山
頂
は
人
工
林
に
囲
ま
れ
展
望
が
望
め
な
い
の
で
、
ま
ず
山
頂
に
登
り
こ
こ
に
戻
 

り
昼
食
す
る
事
に
な
る
。
水
等
不
要
な
荷
物
は
此
処
に
置
い
て
、
荷
を
軽
く
し
て
山
 

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
ア
ン
シ
ョ
ウ
山
直
下
の
５
７
号
鉄
塔
へ
横
切
る
地
点
か
ら
、
鉄
塔
巡
視
路
か
ら
雑

木
尾
根
を
直
登
し
人
工
林
尾
根
へ
登
り
尾
根
を
辿
り
、
ア
ン
シ
ョ
ウ
山
に
は
１
１
時
 

２
８
分
に
到
着
。
山
頂
ま
で
植
林
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
展
望
は
な
い
。
 

中
前
さ
ん
が
、
新
春
ら
し
く
国
旗
を
持
参
し
て
下
さ
り
、
三
角
点
横
に
立
て
恒
例

の
三
角
点
に
か
け
て
今
西
先
生
流
の
万
歳
三
唱
を
す
る
。
 

旧
案
内
標
識
か
ら
調
達
し
た
釘
で
、新
規
山
頂
標
識
を
設
置
し
、集

合
写
真
を
撮
る
。
 

 
 

 

 
今
西
流
で
万
歳
三
唱
！
 
 
木
杭
に
山
頂
標
識
を
取
付
け
中
 
 
山
頂
で
記
念
撮
影
 

 

昼
食
は
５
６
号
鉄
塔
直
下
の
平
ら
な
風
の
あ
た
ら
な
い
場
所
で
と
る
こ
と
と
し
、

１
１
時
４
７
分
に
山
頂
を
後
に
す
る
。
 

５
６
号
鉄
塔
に
戻
り
、
昼
食
は
風
を
避
け
鉄
塔
東
側
下
の
尾
根
道
と
決
め
る
。
 

お
神
酒
で
乾
杯
し
昼
食
。
伐
採
さ
れ
た
杉
枝
葉
で
新
春
恒
例
の
焚
火
を
す
る
。
 

畑
林
さ
ん
か
ら
花
び
ら
餅
、
河
野
さ
ん
か
ら
「
住
吉
名
物
・
さ
つ
ま
焼
き
」
の
差

入
れ
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
い
歓
談
と
な
る
。
 

各
自
持
参
し
た
お
湯
と
水
で
焚
火
を
消
し
、
石
を
集
め
て
焚
火
跡
に
被
せ
る
。
 

鉄
塔
か
ら
岩
尾
根
を
回
り
込
み
下
っ
た
分
岐
で
、
尾
根
道
か
ら
右
の
巡
視
路
へ
下
 

る
。
一
部
足
元
が
悪
い
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
の
箇
所
は
あ
る
も
の
の
人
工
林
の
総
体
的

に
は
良
い
道
を
下
り
、
略
同
じ
登
山
口
に
１
４
時
２
３
分
、
無
事
到
着
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

焚
火
を
囲
み
歓
談
 
 
 
 
焚
火
後
始
末
後
の
下
山
前
 
 
下
山
路
か
ら
山
頂
を
望
む
 

  
道
の
駅
へ
戻
る
途
中
、
奥
武
蔵
集
落
に
あ
る
旧
武
蔵
小
学
校
の
運
動
場
に
車
を

止
め
て
、
楠
 
正
勝
（
南
北
朝
時
代
の
武
将
）
と
佐
久
間
信
盛
（
織
田
信
長
の
家
臣
）

の
墓
所
に
立
ち
寄
っ
た
。
 

 
道
の
駅
「
十
津
川
郷
」
に
は
１
５
時
４
分
に
到
着
、
川
島
代
表
か
ら
今
年
行
う
道
 

普
請
等
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
１
５
時
１
０
分
に
解
散
、
そ
れ
ぞ
れ
が
 

帰
路
に
つ
い
た
。
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（
記
 
湯
川
）
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瀧
本
昭
太
郎
氏
作
図
 


